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○小学校国語＜H31 並木小学校＞ 

 

 

 

 

 

○課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇…全国平均と比較してよくできている点 ◆…課題のある点  

○本校の平均正答率が県６３％，全国６３．８％を上回っている。 

すべての領域についてよく理解できている児童が多い。国語への関心が高く，漢字を

文の中で正しく使ったり，目的や意図に応じて自分の考えを書いたりすることがで

きる児童が多い。また，話し手の意図を捉えながら聞いたり，質問したりすることが

できる児童も多い。 

 

話すこと・聞くこと 

◇話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめることができる児童が多い。 

◇話の展開に沿って確認するための質問をしたり，目的や場面に応じて質問を工夫し

たりすることができる児童が多い。 

 

書くこと 

◇目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くことができる児 

童が多い。 

◇情報を相手にわかりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えることができる児  

 童が多い。 

◆図表やグラフなどの資料をどのような目的で用いているかを捉えることにやや課題 

がある。 

 

読むこと 

◇目的に応じて文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことが 

できる児童が多い。 

◇目的に応じて，本や文章全体を概観して効果的に読むことができる児童が多い。 

 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

◇学年別配当表に示されている漢字を正しく読んだり，書いたりすることができる児 

童が多い。 

◆文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使って内容を分けて書くことに 

 やや課題がある。 

◆ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることに課題がある。 

 

 

※問題形式が記述式の問題では，無解答率の割合が高く，選択式の問題では無解答が

少なかった。 
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○小学校算数＜H31 並木小学校＞ 

 

 

 

 

 

 

○課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇…全国平均と比較してよくできている点 ◆…課題のある点 

 

 

 

 

○本校の平均正答率が県６６％，全国６６．６％を上回っている。 

すべての領域についてよく理解できている児童が多い。「数と計算」の領域は，「２倍」

や「20×10」など，数値や式を答える問題はよくできるが，記述して説明することに

課題がある。「量と測定」の領域では，図形の面積を求めることはできるが，求め方

の説明を記述することに課題がある。 

数と計算 

◇加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができる児童が多い。 

◇減法や除法の計算について，成り立つ性質を基にして計算することができる児童が 

多い。 

◆示された計算の仕方について，成り立つ性質を記述することに課題がある。 

 

量と測定 

◇単位量あたりの大きさを基に，かかる時間を求めることができる児童が多い。 

◆示された式が，図形の面積をどのように求めているものか，求め方の説明を記述す 

 ることに課題がある。 

◆資料の特徴や傾向を関連づけて，わかることを選び，選んだわけを記述することに 

 課題がある。 

 

図形 

◇台形の性質や構成要素を理解している児童が多い。 

◇２つの合同な図形をずらしたり，回したり，裏返したりして，同じ長さの辺どうしを 

 合わせてつくることができる形を求めることができる児童が多い。 

 

数量関係 

◇棒グラフから，特徴や傾向を読み取ることができる児童が多い。 

◇グラフや資料などの示された情報を解釈し，条件に合う数値を求めることができる 

児童が多い。 

◇調べる必要がある事柄を選び，伴って変わる２つの数量を見いだすことができる児 

童が多い。 

 

 

※問題形式が記述式の問題では，無解答率の割合が高く，選択式の問題では無解答が

少なかった。 
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児童質問紙から見えてくる並木っ子児童像     
基本的生活習慣 

○朝食を毎日食べているかの質問に対し，９８％の児童が「食べている」「どちらかとい

えば食べている」と回答し，全国平均を約５ポイント上回る割合であった。 

○家の人と学校での出来事について話をするかの質問に「話をする」「どちらかといえば

する」と回答した児童の割合は約８７％で，全国平均を約１０ポイント上回っている。 

 

 
 
 
 

家庭学習，読書の習慣（学習時間等） 

○家で，自分で計画を立てて勉強をしているかの質問に「勉強をする」「どちらかといえ

ばする」と回答した児童は，約７５％で全国平均を約５ポイント上回っている。 

○学校の授業以外に１日２時間以上学習していると回答した児童の割合が約３３％で全国

平均を約４ポイント上回っている。一方で３０分より少ないと回答した児童の割合は，

約１５％で，全国平均を約５ポイント上回っている。 

○読書は好きかの質問に「好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童は，全国平均

とほぼ同じ割合であった。 

○学校が休みの日に本を読んだり，借りたりするために図書館へ行くかなど，読書に関す

る質問に「読書する」「どちらかといえばする」と回答した児童の割合は，全国平均を

約５ポイント下回っている。 

 

 

  

 

 

 

 
 

主体的・対話的で深い学びの視点による学習の取組状況 

○５年生までの授業では，課題の解決に向けて自分で考え，自分から取り組んでいたかの

質問に対し，「取り組んでいた」「どちらかといえば取り組んでいた」と回答した児童の

割合は，約７５％で全国平均を約２ポイント下回っている。 

○自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組

み立てなどを工夫して発表していたかの質問に対し，「発表していた」「どちらかといえ

ば発表していた」と回答した児童の割合が約５４％で全国平均を約８ポイント下回って

いる。 

○学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすること

ができていると思うかの質問に対し，「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児童

の割合は約６２％で全国平均を約１０ポイント下回っている。 

 朝食を摂ることや一定の就寝時刻にするなど，基本的な生活習慣を身に付けてお

り，家庭で学校の出来事について話をする児童の割合は高い。 

 本校の児童の家庭学習の状況を分析すると，自分で計画を立てて学習する児童が

多い。しかし，学習時間を見ると，比較的長時間学習している児童とそうでない児童に

大きく分かれている。 

また，読書は好きだが，授業時間以外に読書したり，図書室や図書館に行ったりす

る児童が少ない傾向がある。読書は好むが，習慣化されていないことがわかる。 
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規範意識，挑戦心，自己有用感等 

○学校のきまりを守っているかの質問に対し，「守っている」「どちらかといえば守ってい

る」と回答した児童の割合は約９７％で，全国平均よりも約５ポイント上回った。 

○人が困っているときは進んで助けているかの質問に対し，「助けている」「どちらかとい

えば助けている」と回答した児童は約９５％で，全国平均よりも約１０ポイント上回る

割合であった。 

○人の役に立つ人間になりたいかの質問に対し，「なりたい」「どちらかといえばなりた

い」と回答した児童の割合は約９８％で全国平均を約３ポイント上回っている。 

○ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがあるかの質問に対し，「ある」「ど

ちらかといえばある」と回答した児童は約９５％で全国平均とほぼ同じ割合であった。 

○難しいことでも失敗を恐れないで挑戦しているかの質問に対し，「挑戦している」「どち

らかといえば挑戦している」と回答した児童の割合は，約７５％で全国平均より約５ポ

イント下回った。 

○自分には，よいところがあると思うかの質問に対し，「思う」「どちらかといえば思う」

と回答した児童の割合は約７５％で全国平均よりも約５ポイント下回っている。 

 

 

 

 
 
 
算数の学習に対する興味・関心や授業の理解度等  

○算数の勉強は好きかの質問に対して，「好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童

の割合は約７０％で全国平均とほぼ同じである。 

○算数の授業で新しい問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えるかの質問に

対して，「考える」「どちらかといえば考える」と回答した児童の割合は約７５％で全国

平均を約７ポイント下回っている。 

○算数の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えるかの質

問に対して，「考える」「どちらかといえば考える」と回答した児童の割合は約８０％で

全国平均を約２ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

自ら進んで学習できるような手立てを講じ，自分の考えを伝えたり，友達と話し合ったり

する活動を取り入れた授業に取り組んできた。しかし，自分の考えを工夫して発表したり，

対話から自分の考えを深めたり，広げたりすることには依然として課題がある。「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けて，さらなる工夫をしていく必要がある。 

規範意識が高く，将来への夢や目標を持っている児童が多い。しかし，自信がなく，困

難にチャレンジする気持ちを持っている児童が少ない。児童一人ひとりのよさを認め，そ

のことを児童が感じられるように働きかけ，自信を持たせ，粘り強く取り組む力を高めてい

く必要がある。 

「生き生きと主体的に学ぶ児童の育成」を目指して算数の研修を行ってきた成果が表

れ，算数に対する学習意欲が向上した。新しい課題に対して解いてみたいと思い，あきら

めずに色々な方法を考える児童の割合は，全国平均を下回っているものの，前回よりも

向上している。学習したことを実生活と結びつけて考えさせたり，生かしたりすることを通

して，深い学びにつなげるよう，さらに具体的な手立てを考えて，授業改善に取り組んで

いく必要がある。 


